
数

理

的

研

究

lま

め

じ

数
理
的
研
究の
分
野
がい
つ
も
問
題
に
な
る 。
他の
展
望
の
多
く
が
対
象を

規
定し
て
い
る
の
に
対
し 、
数
理
的
研
究は
方
法
を
規
定し
て
い
る
た
め
で
あ

る 。
研
究が
数
理
的
で
あ
る
た
め
に
は
方
法
が
次の
条
件
を
満
足し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
ない
と
考え
ら
れ
る 。
す
な
わ
ち 、
本
来 、
多
面
的
で
あ
る
言
語
現

象
を 、
客
観
的・
再
現
可
能な
たっ
た一
つ
の
切
り
方(
あ
るい
は 、
その
組

み
合
わ
せ)
で
と
ら
え
て
い
る
必
要
が
あ
る 。
そ
れ
は
質
的
相
違を
量
的
相
違

に
変
換
す
る乙
と
に
通
じ
る 。
そ
の
結
果 、
処
理
を
電
子
計
算
機
(
以
下
計
算

機
と
略
記)
に
ゆ
だ
ね
る乙
と
も
可
能
と
な
る 。

乙
の
分野
の
研
究は 、
統
計
的
分
析
に
よっ
て
言
語
現
象
を
明
らか
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
と 、
計
算
機
に
よっ
て
言
語
の
情
報
処
理機
構を
明
らか
に
し

よ
うと
す
る
も
の
と
に
大
別
す
る乙
と
が
で
き
る 。
し
た
がっ
て 、
以
下
統
計

的
分
析
研
究・
言
語
情
報
処
理
の
研
究の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て 、
各
研
究の
力

点
あ
るい
は
筆
者
か
ら
見
た
価
値
がそ
の
理
論・
分
析
方
法・
処
理
手
順・
結

果
の
ど
こ
に
ある
か
に
よっ
て
分
類し
紹
介
す
る 。

概

観
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中

野

洋

国
家
予
算
(
文
部
省
科
学
研
究
費一
特
定
研
究
「
言
語」 、
通
産
省
工
業
技

術
院
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
パ
タ
ー
ン
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム」)
が
投
入
さ
れ 、

言
語
情
報
処
理の
研
究が
盛
んで
あっ
た 。

言
語
情
報
処
理
の
み
な
ら
ず 、
言
語
の
統
計
的
研
究に
お
い
て
も 、
道
具
と

し
て
計
算
機
が
用い
ら
れ
る
よ
う
に
なっ
た 。
言
語
研
究ソ
フ
ト
ウェ
ア
の
開

発 、
安
価
で一一角い
機能
を
持っ
たハ
ー
ド
ウェ
ア
の
開
発 、
言
語
デ
l

タ
の
蓄

積 、
お
よ
び 、
そ
れ
ら
の
公
開
と
共
同
利
用
の
推
進 、
啓
蒙
活
動
等に
よ
る
も

の
で
あ
る 。

道
具
の
開
発は 、
研
究のスピ
ー
ド

を
高め
る
も
の
で
は
あ
る
が 、
新
し
い

研
究を
生
む
も
の
で
は
ない 。
乙
の
時
期に
二
つ
の
新しい
研
究の
流
れ
が
確

認
で
きた 。
一
つ
は 、
従
来
も
行
な
わ
れて
来
た
文
学
作
品の
語
索・
表
現
論

的
研
究の一
つ
に
統
計
的
手
法
を
用い
る
乙
と
が一
般
的
に
なっ
た 。
他の一

つ
は
文
章
に
関
する
研
究で
ある 。
と
の
動
き
は
国
語
学界だ
け
で
な
く 、
文

学・
心
理
学・
工
学の
分
野
で
も
同
時に
おとっ
てい
る
現
象で
あ
る 。

理
論
的
研
究お
よ
び
モ
デ
ル
の
梅
築

新し
い
理
論
的
研
究は
多
くない 。
言
語モ
デル
の
構
築に 、
様
島忠
夫
に

「
文
章
の
構
造」(『
日
本
語
の
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク』
第
二
章 、
大
修
館 、
昭
日・
4)

等
の一
連
の
研
究が
あ
る 。
こ
れ
は
文
章の
構
造
を 、
意
図の
構
造・
意
味
内



容の
構
造・
文
脈
の
切
れ
続
きの
構
造
に
よっ
て
と
ら
え 、
こ
れ
ら
に
よっ
て

文
章
を
生
成
す
る
た
め
の
規
則を
提
案し
た
もの
で
あ
る 。
と
の
研
究は
文
章

作
法や
国
語
教
育に
役
立つ
だ
け
で
な
く 、

言
語
情
報
処
理
に
お
ける
文
章
解

析・
生
成
に
も
有
益
な
情
報
を
与
え
る
だ
ろ
う 。

初
め
か
ら
言
語
情
報
処
理
を
ね
らっ
た
も
の
に 、
石
綿
敏雄
に
「『
デ
ラシ

ネ
の
旗』
の
文
章
解析」(『
計
量
国
語
学』
U
16 、

昭
日・
9)
等
が
あ
る 。

乙
れ
は一
つ一
つ
の
文を
受
け
取っ
て 、
文
章
を
ど
の
よ
うに
理
解
す
る
か 、

内
容を
理
解で
き
る
手
が
か
り
が
ど乙
に
存
在
し 、
ど
の
よ
うに
と
ら
え
る
乙

と
が
で
き
る
の
か
を
現
時
点
で
既
得
の
知
識 、
技
術に
よっ
て
解
析し
よ
う
と

し
て
い
る 。

数理的研究

モ
ン
テ
ギュ
l

文
法
の
紹
介・
適
用
が
前
期
に
続い
で
あっ
た 。
仁
科
弘
之

「モ
ン
テ
ギュ
l

文
法と
特
定
性」
(『計
量
国
語
学』
日
|4、

昭
臼・
3) 、

石
本
新
「モ
ン
テ
ギ
ュ
l

文
法
を
め
ぐっ
て
||自然言語の分析」

(『
数理
科

学』
郎 、
昭
日・
7)

等
が
そ
れ
で
あ
る 。

論
理
学の
観
点か
ら
の
言
語
の
記
述・
分
析につ
い
て 、
次のニ
点
が
あっ

た 。
小
野
寛
断
「
名
前と
名
指し
関係」
(『計
量
国
語
学』
日
|4、

昭
日・

3)
は 、
も
の
と
もの
の
名
前
を
同じ
レベ
ル
で
取
り
扱
う
乙
と
が
で
き
る一

階の
述
語
論
理
上
の一
つ
の
形
式
体
系
を
提
案
し
た
もの 、
草
薙
裕
「
時
制の

論
理と
自
然
言
語
表
現I 、
E」
(『計
量
国
語
学』
mu
-- 、
2 、
昭
日・
6 、

9)
は 、
自
然
言
語
の
時
に
関
す
る
表
現
お
よ
び
ア
スペ
クト
の
意
味
記
述
に

時
制の
論
理を
応
用し
よ
う
と
す
る
もの
で
あ
る 。

漢
字につ
い
て
のモ
デル
論
が二つ
あっ
た 。
山
中
光一
「
日
本
語
文
字シ

ス
テ
ム
のモ
デル
的
考
察」
(
特
定

研
究
「
言
語」

研
究
報
告
資
料、
昭日)、

海
保
博
之
「
漢
字
情
報
処
理
機
制
を
め
ぐっ
て」
(『計
量
国
語
学』
日
l8 、

昭
日・
3)

で
あ
る 。
計
算
機で
文
字・
漢
字
を
ど
う
扱
う
か 、
人
間
は
漢
字

を
ど
う
処
理
し
て
い
る
か
につ
い
て
の
論
究で
ある 。

統
計
的
研
究
の
た
め
の
分
析
方
法

ど
の
よ
う
な
単
位
で
現
象
を
は
か
り 、
予
測
す
る
か
は
統
計
的
研
究の
出発

点で
あ
る 。
語
業
調
査
に
おい
て
は
同
じ
語か
異
な
る
語か
の
判
定は
調
査
の

基
本
と
な
る 。
土
屋
信一「
高
校
教
科
書
の
同
語
異
語
判
別シ
ス
テム」
(国
研

報
告
白

『
電
子
計
算
機
に
よ
る
国
語

研
究
政
』
〈
以
下
乙
の

書
名
は
省
略
す
る
〉 、

岡
田・
3)
は
計
算
機に
よ
る
語
業
調
査
で
の
乙
の
問
題を
論
じ
て
い
る 。
計

算
機
に
デ
!

タ
を
入
れ
れ
ば
何
らか
の
結
果は
出る
が 、
そ
れ
が
意
味を
持つ

た
め
に
は
乙
の
問
題を
避
け
て
通
れない 。

数
理
的
研
究
で
は
主
観
的
分
析は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。
野
元
菊
雄

「てい
ねい
さ
の
順
位」
(『国
語
学』
目 、
昭回-
U)
は 、
主
観
的
判
断
に
よ

る
て
い
ねい
さ
の
順
位
が
ど
の
程
度一
致
す
る
か 、
そ
し
て
そ
れは
何に
よ
る

か
につ
い
て
論
究し
て
い
る 。

文
学
作品の
語
業・
表
現
論
的
研
究に
統
計
的
分
析
法
が
用い
ら
れた 。
浅

見
徹
「
万
葉
集の
語
業
構造」
(『国
語
と
国
文
学』
出
|5 、

昭
臼・
5)
は 、

延べ
語
数
六三 、
二
六
三
を
各
巻
別 、
お
よび
分
類
語
業
表の
分
類
別に
集
計

し 、
各
巻の
類
似
度の
計
算 、
集
中
度×
使
用
率の
値
に
よ
る
特
徴
語
葉の
抽
出

等
の
分
析を
おこ
なっ
た 。
集
計だ
け
で
も
大
変
な
作
業量
で
あ
る
の
に
もか

か
わ
ら
ず 、
さ
ら
に
統
計
的
な
新しい
試
み
を
加え
て
い
る 。
乙
の
種
の
研
究

方
法
の一
つ
の
水
準を
示
し
て
い
る 。
西
国
直
敏
「
平
家
物
語
語
実
論
序説」

(『国
語
国
文
研

究』
印 、
昭
臼・
7) 、

進
藤
義
治
『源
氏
物
語
形
容
詞
類
語

業
の
研
究』
(笠
間
書
院 、
昭日・
日) 、
森
下
金二
郎
「
新
古
今
集の
表
現
形

態につ
い
て
11統計的にみた一
つの推鈴
||」

(『
宮
城
学
院
女
子
大
学

研

究

論

文
集』
回 、
昭
日・
6)
は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
作品
と
他
の
数
作
品の
語
繋
の
比

較
を
お
と
な
う
と
と
に
よ
り 、
そ
の
作品の
語
集・
表
現
論
的
考
察
を
加
え 、
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成
果
を
上
げ
て
い
る 。
乙
の
種
の
方
法に
重
要
なこ
と
は 、
比
較
すべ
き
対
象

が
同
じ
規
準
で
単
位
切
り
さ
れ 、
同
語
異
語
判
別
さ
れて
い
る
と
と
で
ある 。

共
通
の
規
準
で-調
査
を
進
め 、
結
果
を
公
表す
る乙
と
は 、
単に
そ
の
研
究だ

け
で
な
く

学
界の
水
準
を
も
高め
る
こ
と
に
もな
る 。
そ
の
よ
う
な
注意
が
払

わ
れる
乙
と
を
期
待
した
い 。

と
れ
ま
で
に
な
い
研
究対
象に
は 、
乙
れ
ま
で
に
な
い
分
析
方
法
が
必
要で

あ
る 。
談
話
行
動
の
研
究
と
文
章
構
造
の
分
析に
そ
れ
が
見
ら
れ
る 。

と
の
分野
の
計量
的
研
究
と
し
て 、
米
国
正
人
「
談
話
行
動の
計
量
的
研
究

に
つ
い
て」
・
江
川
清
「
談
話
行
動
の
実
験
社
会
言
語
学
的
研
究
||目
標と
資料

収集方法について
|l」・「

身ぷ
りの
記
述
に
つ
い
て」 、
杉一戸
清
樹
「
身
振り
を

記
録
す
る
||「変化」

の記録表鼠案
l」

(以
上
回
点 、
国
研
報
告白
『
研
究
報

告
祭1』
〈
以
下乙
の
書
名
は
省
略
V 、
昭日・
3)
が
あ
る 。
と
れ
ら
は 、

非
言
語
行
動
を
含
めた
談
話
行
動
をい
か
に
記
述
す
る
か
につ
い
て
の
考
察で

あっ
て 、
今
後が
期
待
さ
れる 。
南
不二
男
編
『
講
座
言
語
第
三
巻
言
語
と

行
動』(
大
修
館
書
活 、
昭日-
U)
は
乙
の
分野
の
現
時
点で
の
研
究
水
準

を
示
す
好
著
で
ある 。

文
章
構
造
の
研
究は
語
実の
面か
らの
分
析と
内
容の
面か
らの
分
析の
ニ

つ
が
ある 。
共に
時
系
列
的
解
析に
よっ
てい
る 。

設問
梁
の
面か
ら
の
分
析に 、
寺
川
み
ち
子
「
段
落・
談
話
の
構
造」
(『東
海

学
園
国
語
国
文』
崎 、
昭
日・
9)
は
文
章
論
上
の
単
位の
具
体
的
な
切
れ
目

を
求め
る
た
めに 、
語・
形
態
素
の
時
間
的
な
現
わ
れ
を
利
用
し 、
い
くつ
か

の
タ
イ
プ
の
段
落・
談
話
を
分
析し
て
い
る 。
乙
の
種の
分
析
で
は 、
分
析
対

象
が
長
くな
る
と 、
そ
れ
だ
け
語
実
量
も
多
くな
り 、
分
析し
切
れ
な
く
な
る

の
が
普
通
だ 。
こ
れ
は
計
算
機を
用い
て
も
同
様
だ 。
村
井
護
委
「
理
科
教
科

書の
分
析
lーその内容のスペクトル分析
|l」

(『大
分
大
学
教
育
学
部
研
究
紀

要』
5
14、

昭弘-
m)
で
は 、
因
子
分
析
法
に
よっ
て
因
子
を
求
め 、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
科
書
の
特
性
項
目
(
単
語で
代
表)
の
自
己
関
連
度
の
強い
もの

か
ら
順にHq
に
な
る
ま
で
拾い
出し 、
そ
れ
らの
特
性
項
目に
つ
い
て
の
み

分
析
す
る
と
い
う
方
法を
用い
てと
の
問
題を
解
決
し
て
い
る 。
杉
戸
清
樹・

沢
木
幹
栄
「
言
語
行
動
の
記
述
||
買い
物行動に
お
ける
癒し己
とばの
鰭
側
面
||」

(『言
語
と
行
動』
大
修
館
書
底 、
昭日・
日)
は一
つ
の
談
話
資
料に
対
し
語

奨
内
容 、
発
話
時
問 、
発
話
回
数 、
文
長
等
各
種
の
分
析を
ほ
どこ
し
文
章
構

造
を
総
合
的
に
解
析しよ
う
と
する
研
究で
ある 。
前
述 、
進
藤
で
は
源
氏
物

語
の
文
章
を
自
立
語二
O
O
で
区
切
り 、
各区
間ど
と
に
調
査
す
る
乙
と
に
よ

り 、
文
章の
流
れ
と
語
葉
(
形
容
詞)
の
変
化
を
と
ら
え
てい
る
点に
新しい

分
析
法
が
み
ら
れる 。

内
容の
面
か
らの
分
析に
は 、
前述 、
棒
島 、
石
綿
が
ある 。
と
れ
ら
の
言

語
学
的
な
多
種
多
様な
文
章
解
析は
もっ
と
な
さ
れな
け
れ
ば
な
ら
ない 。
と

れ
らの
他
に 、
田
中
穂
積
「
談
話
理
解
の
構
造」
(『情
報
処
理』
m
lm 、

昭

弘-
m)
等の
工
学
的
研
究 、
高
木和
子・
丸
野
俊一
「
幼
児の
物
語
理
解に

及
ぼ
す
先行
情
報
の
質
的
効果」
(『
教
育
心
理
学
研

究』
幻・
4、
昭日-
U)

等
の
心
理
学
的
研
究 、
ジヨ
ル
フコ
ス
キ
l

およ
び
メル
チユ
|

ク
等
の
研
究

を
紹
介
し
た
北
岡
誠
司
「
生
成
詩
学の
試
み
!|解説にかえて
l|」

(『
文
学』

U
16 、

昭日・
6) 、
文
結
合
関
係に
つ
い
て
述べ
た 、
下
川
浩「
文
結
合

関
係
||

命
題
相互
関
係
11全体テキストの階層的構成
||」(『エ

ネル
ゲ
イ
ヤ』

5 、
昭臼・
6)

等 、
国
語
学界
以
外の
分野
で
も盛
ん
に
なっ
て
い
る
研
究

分野
で
ある 。

言
語
デ
1

タ
に
お
ける
多
変
置
を
解
析す
る
手
段
と
して 、
数
量
化
理
論
や

因
子
分
析
法
が
用
意
さ
れて
い
る 。
こ
れ
ら
は 、
計
算
機を
用い
る
ζ
と
に
よ

っ
て
容
易に
なっ
た
統
計
的
分
析
法で
ある 。
水
谷
静
夫
「
数
量
化
理
論
と
そ
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の
応
用」
(『
情
報
管
理』
幻
19、

昭
臼・
ロ)
は
言
語
デ
ー

タへ
の
適
用
法

につ
い
て
述べ 、
「
計
算
機
が
十
数
秒
で
解い
た
結
果
の
検
討に 、
四
日
も
五

日
も
掛
か
る
の
は 、
珍
し
く
ない 。
(中
略)
と
の
手
間
を
惜
し
ん
で
は 、
数

量
化
理
論
の
真
価は
発
揮さ
れ
ま
い」
と
述べ
てい
る 。
と
の
手
法は
決し
て

「
魔
法
の
杖」
で
は
ない
の
で
あ
る 。
水
谷
静
夫
の
以
下の
研
究 、
す
な
わ
ち 、

「
昭
和
前
期
流
行
歌と
相
の
語」
(『
国
語
学』
出 、
昭臼-
U) 、
「
続
形
容
動

詞
鉾」
(『計
量
国
語
学』
日
|7 、

沼
田・
ロ) 、
「
用
語
に
よ
る
梅・
桜の
歌

の
弁
別」
(
計
量
国
語
学』
ロ
ーー、

昭日・
6) 、
「二
つ
の
流
行
歌
|言語

の統計的処理法
|1」

(『国
文
学解
釈
と
鑑
賞』
問 、
昭弘-
m)
お
よ
び 、
井

上
史
雄
「
地
域
差
の
実
態
||北海道浜言葉
ll」

(『
東
京
外
国
語
大
学
論
集

〉

百円〉
〉ZU
OCF寸C
EN
ω吋CO
日ω』
泊 、
昭
日・
3)
は
数
量
化
理

論
第
E・
WH
類
に
よ
る
分
析を
おこ
なっ
て
い
る 。

大
城
宜
武
「
チェ
ッ
ク・
リス
ト

法に
よ
る
語
窓
味の
分
析
||計量意味論か

らの接近
|l」

(『計
量
国
語
学』
孔
|8 、

昭日・
3)
は 、
印
の
形
容
詞
か

ら
な
る
チェ
ッ
ク
リス
ト

に
よっ
て
動
詞
の
意
味
特
性
につ
い
て
因
子
分
析
法

を
用い
て
分
析
し
た 、
新
し
い
意
味の
計
量
的
研
究
で
あ
る 。
と
の
他 、
因
子

分
析
法
を
用
い
た
分
析
に 、
中
野
洋
「
擬
声
語・
擬
態
語
の
イ
メ
ー
ジ
|1意

味微分法による分析
||」

(『計
量
国
語
学』
日
|7 、
8 、
昭
臼-
U 、
昭日・

3) 、
石
川
清
治・
本
永
守
靖・
大
城
宜
武・
東
江
平
之
「
沖
縄
の
児
童
の
言

語
能
力の
分
析
的
研
究
ω
ω」
(『琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要』辺 、
岡田・
2) 、

関
根正
俊・
服
部
桂・
前
東
彬・
回
中
末
雄
「
因
子
分
析
法
に
よ
る
万
葉
集

の
音
形
上
の
特
徴」
(『電
気
通
信
学
会
オ
ー
トマ
ト
ン
と
言
語
研

究
会
資
料』

市
|目 、

昭
日・
6)
が
あ
る 。

横
山田田一
・

板
橋
秀一
「
弁別
的
特
徴
と
2
次
系モ
デル
に
基づ
い
た
日
本

語
単
語
間
の
距
離」
(『計
量
国
語
学』
日
14、

昭臼・
3)
は 、
単
語の
連

数理的研究

続パ
ラ
メ
ー

タ
の
上
で
の
比
較につ
い
て
述べ
て
い
る。

言
語
研
究
の
た
め
の
電
子
計
算
機

計
算
機は
言
語
情
報
処
理の
た
め
だ
け
で
な
く 、
言
語
研
究の
た
め
の
道
具

と
し
て
用い
るこ
と
が
で
きる 。
実
際 、
そ
の
よ
うな
使
わ
れ
方
が
国
語
研
究

所
で
は
な
さ
れて
きた
し 、
故
岩
淵
悦
太
郎
先
生
もそ
の
よ
うな
使わ
れ
方
を

期
待
さ
れて
計
算
機
を
導
入
さ
れた
の
で
あ
る 。
ζ
の
経
過
は
石綿
敏
雄
「日

本
のコ
ン
ピュ
ー

タ
言
語
学と
岩
淵
悦
太
郎」
(『言語
生
活』
割 、
昭
日・
ロ)

に
く
わ
し
い 。
荻
野綱
男
「コ
ン
ピュ
ー

タ
と
言語」
(『言
語』
8
14、

問

日・
4)
で
は 、
計
算
機
を
言
語
研
究の
た
め
の
道
具
と
し
て
使
うた
め
の
第

一
段
階は
文
科
系の
人
達の
認
識 、
第二
段
階
は
計
算
機
処
理
の
普
及 、
第三

段
階
は
文
学
部
に
計
算
機を
設
置
す
ると
と
といっ
て
い
る 。
す
で
に 、
個
人

でマ
イ
クロ
コ
ン
ピュ
ー

タ
を
持っ
て
研
究に
活
用
し
て
い
る
人
がい
る 。
マ

イコ
ン
は
大
型
機に
接
続で
き
る
か
ら、
か
な
りの
と
と
が
可
能に
な
る
だ
ろ

う 。
い
ま
や 、
国
語
学界
全
体に
言
語
研
究の
道
具と
し
て
計
算
機
を
普
及
さ

せ
る
環
境
は
と
と
のっ
た
とい
え
る 。

水
谷
静
夫
「
連
糸
操
作プロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
誘
ひ」
(『
東
京
女
子
大
学
論

集』
却
|2、

昭
臼) 、
同
「
俳
句を
作
る
計
算
機」
(『東
京
女
子
大
学日
本

文
学』
回 、
昭
日・
9)
で 、
ソ
フ
ト
ウェ
ア
の
設
計そ
の
もの
が
俳
句
理
論

や
言
語
理
論の
達
成
水
準を
客
観
的
に
評
価で
き
る
道
具と
な
り
得るこ
と 、

ま
た 、
同
「
国
語
学の
授
業と
計
算
機」
(
国
語
学
会
昭臼
年
春
季
大
会)
で 、

実験
的
要
素の
持
ち
込
み 、
算
法の
考え
方の
教
育
等に
も
計
算
機は
利
用
で

き
ると
と
を
示
し 、
石
田
敏
子
「コ
ン
ピュ
ー

タ
を
利
用
し
た
漢
字の
個
別
学

習」
(『日
本
語
教
育』
初 、
昭日・
2)
で
は
教
育機
器
と
し
て
の
使い
方
が

示
さ
れ 、
研
究そ
の
も
の
や
教
育に
も
有
用
で
あ
る
乙
と
が
述べ
ら
れた 。

大
型
計
算
機セ
ジ
タ
ーに

は
統
計
処
理プロ
グ
ラムパ
ッ

ケ
ージ

が
あ
る 。
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そ
れ
ら
を
利
用
す
る
前に
言
語
デ
ー

タ
の
整
理・
集計プロ
グ
ラ
ム
が、必
要

で
あ
る 。
荻
野
綱
男
「コ
ン
ピ
l

タ
言
語
地
理
学
||言語分析の新手法
||」

(『
言
語
研
究』
礼 、
昭
臼
-

m)
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
G
L
A
P
S
の
説
明
と
そ
の

分
析
例
を
示
し
て
い
る 。
G
L
A
P
S
は
す
で
に
各
種の
方言
研
究に
利
用
さ

れ
成
果
を
上
げ
て
い
る 。
長
尾
真・
池田
義
雄
「
特
殊
文
字・
言
語
地
図の
入

出
力シ
ス
テム」
(『
情
報
処
理』
日
|
6 、
昭
日・
6)
も
言
語
地
理
学の
た

め
の
道
具
と
な
る
プロ
グ
ラ
ム
シ
ス
テム
で
あ
る 。
中
野
洋
「
言
語
処
理に
お

け
る一
貫
処
理
法の
研
究」
(『国
研
報
告』
倒 、
昭
日・
3)
は
分
か
ち
書
き

さ
れて
い
ない
漢
字か
な
混
り
文に
単
位
切
り・
よ
み
が
なつ
け・
品詞つ
け・

分
類
語
実
表の
番
号つ
け・
文
脈っ
き
索
引
作
成
を
自
動
的
に
おこ
ない
諮
業

調
査
用
デ
ー

タ
を
作成
す
る
プロ
グ
ラ
ム
で
あ
り 、
谷
垣
正
道
「
小
型
計
算
機

に
よ
る
語
集
調
査
プロ
グ
ラム」
(『釧
路
論
集』
口 、
昭
日)
で
は
プロ
グ
ラ

ム
リス
ト

が
提
示
さ
れて
い
る 。
回
中
卓
史
「
表
記
変
容の
シ
ミュ
レ
ー

ショ

ン
シ
ス
テ
ム」
(『
計
量
国
語
学』
日
1
5 、
昭
日
・
6)
は
漢
字
か
な
混
り
文

に
お
け
る
漢
字の
割
合
をい
くつ
か
のパ
ラ
メ
ー

タに
よっ
て
自
動
的に
変
化

さ
せ
る
プロ
グ
ラ
ム
で 、
漢
字
使
用の
実験
研
究に
用
い
る
ζ
と
が
で
きる 。

国
文
学の
世
界
に
も
計
算
機
利
用
が
は
か
ら
れつ
つ
あ
る
(
田
崎一
夫
「国

文
学
研
究
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
||コ
ン
ピュ
ー
タ
国文
学提
要へ
の
覚
書

|」
(『
文
学・
諮
差
別
-

m
合
併
号 、
昭
臼
・
2)) 。

以
上の
プロ
グ
ラ
ム
の
分
析
目
的
に
合っ
て
い
ない
デ
l

タ
を
計
算
機
と
対

話
し
な
が
ら
作
成・
加工
す
る
た
めの
プロ
グ
ラム
が 、
荻
野
綱
男
「日
本
語

テ
キ
ス
ト

エ
デ
ィ
タ」
(『
情
報
処
理』
却
l

m 、
昭
日
-

m)
に
よ
っ

て
報
告

さ
れ
て
い
る 。
各
研
究
機
関
で
開
発
さ
れ
た
日
本
語
研
究の
道
具
と
し
て
の
プ

ロ
グ
ラム
およ
び
資
料は 、
長
尾
真・
辻
井
潤一
「日
本
語
分
析
資
料お
よ
び

ツ
ー
ル
の
調
査」
(『
情
報
処
理』
却
l

m 、
昭
日
・

叩)
に
紹
介が
あ
り 、
利

用を
呼
び
か
け
て
い
る 。
実
際 、
同
じ
プロ
グ
ラム
や
デ
l

タ
を
別々
の
とこ

ろ
で
作
る
の
は
無
駄
な
乙
と
で
あ
る 。

計
算
機
利
用の一
つ
の
利
点は 、
デ
ー

タのコ
ピ
ー

が
容
易で
あ
る
こ
と
に

ある 。
乙
の
利
点に
よ
り 、
各
種の
分
析 、
フ
ォ
ーマ
ッ
ト

変
更 、
デ
i

タ
変

換
が
可
能に
な
る 。
国
語
研
究
所で
作成
さ
れた
新
聞
の
語
業
調
査
デ
l

タ
約

三
百
万
語の
う
ち 、
約
百
万
語
が
共
同
研
究
用にい
くつ
かの
研
究機関
に
渡

さ
れ 、
田
中
穂
積・
荻
野
孝
野・
荻
野
綱
男
『
新一線日
本
語口問
詞
列
集
成
右
順

篇
(
上・
下)

左
順
篇
(
上・
下)』
(
電
子
技
術
総
合
研
究
所 、
昭
日
・
3、

1)
な
ど
が
作
ら
れ
た 。
電
子
技
術
総
合
研
究
所で
は三
省
堂
新
明
解
国
語
辞

典
を
入
力
し 、
長
尾
真・
辻
井
潤一
・

山上
明・
建
部
周二
「
国
語
辞
書の
記

憶
と
日
本
語
文の
自
動
分
割」
(『情
報
処
理』
m
l6 、

昭
日・
6)
の
成
果

を
生
ん
でい
る 。
逆
引
き
辞
典の
出
力
な
どは 、
ζ
の
デ
ー

タ
を
用い
れ
ば
簡

単に
で
き
る
だ
ろ
う 。

言
語
現
象
の
統
計
的
分
析

は
じ
め
に 、
田
中
章
夫
『
国
語
語
実
論』
(
明
治
書
院 、
昭
日・
2)
が
刊

行
さ
れ
た 。
現
代
日
本
語
語
実につ
い
て
の
統
計
的
研
究の
成
果
が
手際よ
く

ま
と
め
ら
れて
お
り 、
語
実の
計
量
的
研
究を
始
め
る
人の
よ
き
出発
点
と
な

ろ
う 。
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語
業の
分
析で
は 、
現
代
俳
句の
語
実につ
い
て二つ
の
報
告が
あっ
た 。

寿
岳
章
子
「
現
代
俳
句
の
語
業」
(『
論
集
日
本
文
学
日
本
語』
5 、
昭
臼
・

8) 、
佐
伯
哲
夫
「
現
代
俳
句
の
語
種」
(『
関
西
大
学
国
文
学』
目 、
昭
日
­

U)
で
あ
る 。
前
者に
は 、
頻
度
分
布 、
高
頻
度
語の
分
析 、
基
礎
語を
抽
出 、

後
者に
は 、
語
種の
分
布 、
俳
句の
文
体
差
等の
考
察が
あ
る 。

児
童
読
物の
語
実につ
い
て
も 、
二
編の
報
告
が
あっ
た 。
野
村
雅
昭・
柳

瀬
智
子
「
児
童
読
物
の
語
業
構
造」
(『
計
量
国
語
学』
ロ
|
2 、
昭
日
・
9)



数 理 的 研 究
は 、
語
種・
品
詞・
度
数
分
布
等の
搭
乗
量
の
分
析 、
低
中
高
学
年 、
フィ
ク

シ
ョ
ン・
ノン
フ
ィ
ク
ショ
ン
の
層
聞の
類
似
度の
計
算 、
数
量
化
理
論W
類

に
よ
る
分
析を
行
なっ
て
い
る 。
江
連
隆「
児
童
文
学
に
お
け
る
色
彩
語」

(『
弘
前
大
学
教育
学
部
紀
要』
泊・
昭
臼・
2)
は
色彩
語
の
使
わ
れ
方と
効

果
につ
い
て
論
究し
て
い
る 。

度
数
分
布
につ
い
て
の
報
告は 、
前
述 、
寿
岳 、
野
村・
柳
瀬
に
も
あ
る

が 、
水
谷
静
夫
「
昭
和
初
期
流
行
歌
で
の
度
数
分
布
||昭和初期流行歌の関査か

らz
ll」

(『計
量
国
語
学』
日
|5、

昭臼・
6)
が
ある。
乙
れ
は
水
谷

(昭
印)
を
承
け
て
デ
l

タ
を
増
し 、
調
査
範
囲を
拡
げ
た
も
の
だ 。
語
乗
の

計
量
的
性
質につ
い
て
の
調
査 、
分
析は
もっ
と
な
さ
れて
よ
い 。

日
本
語
教
育の
た
め
の
語
業
調
査
に 、
専
門
家
(却
人)
判
定
方
式
に
よ
り

「
分
類
語
実
表」
か
ら
基
本語
突
を
抽
出
し
た 、
国
立
国
語
研
究
所
日
本語
教

育セ
ン
タ
ー

第一
研
究
室
『日
本語
教
育
基
本語
業
第一
次
集計
資
料
ω
ω』

(
国
立
国
語
研

究
所 、
昭
臼・
3、
8) 、
計
算
機
を
使
用
して
初
級日
本
語
教

科
書五
冊
と
『現
代
雑
誌
九
十
種』
の
調
査の
上
位
語
と
を
比
較
し
た 、
中
村

妙
子・
堀口
秀
嗣・
今
回
滋
子
「
初
級日
本語
教
科
書の
語
実に
関
す
る一
考

察
(〉ロロ区画-
m
ao同仲間(同のC)
3、
昭日・
3)
が
あ
る 。
ま
た 、
語
突の

対
照
研
究と
し
て 、
根
本
今
朝
男・
浜
本
純
逸・
森田
信
義
「
日
米ソ
教
科
書

語
い
の
比
較
研
究班
|入門期教科書における動翻・

その他
|」

(『福
岡
教
育
大

紀
要』
泊 、
昭日)
が
あっ
た 。

言
語
生
活
関
係の
もの
と
し
て
は 、
杉
戸
清
樹
「
職
場敬
語の一
実
態
||日

立製作所での調査から
||」

(『
言
語
生
活』
湖 、
昭日・
4) 、
藤
田
克
彦
「
住
宅

地
で
の
敬
語
行
動」
(『言
語
生
活』割 、
昭日・
4) 、
森
下
喜一「
十
代の
こ
と

ば
|l特に敬語を中心に
|l「(『野

州
国
文
学』
泊 、
昭日・
2) 、

語
業の
位
相
に

関
し
て 、
飛
田
良
文
「
明
治
初
期
東
京人の
階
層と
語
種
と
の
関
係
||『安愚

楽鍋』
を中心として
11」(『国

研
報
告』
位 、
昭臼・
3)
が
あっ
た 。

文
字・
表
記で
は 、
宮
島
達
夫・
高
木
翠
「
雑
誌
九
十
種
資
料
の
渓
語
表

記」
(『国
研
報
告』
位 、
昭
日・
3) 、

宮
島
達
夫
「
新
字
体
の
画
数」
(『計

量
国
語
学』
日
|7、

昭回・
2) 、
伊
藤
菊
子
「
形
声
文
字
と
漢
字
指
導」

(『
言
語
生
活』
姉 、
昭日・
2) 、
野
村
雅
昭・
伊
藤
菊
子
「漢
字の
表音
度」

(『計
量
国
語
学』
日
l7、

昭臼・
ロ)
が
あっ
た 。

野
村
雅
昭
「
接
辞
性
字
音
語
基の
性
格」
(『国
研
報
告』
印 、
昭臼・
3)

で
は 、
接
辞
性
字立国
語
基
金
般を
対
象と
し
て 、
その
種
類・
機
能につ
い
て

のべ
て
い
る 。
語
実の
中
で
重
要
な
役
割を
占め
る
漢
詩の
構
成
を
明
らかに

す
る
と
と
も
に 、
言
語
情
報
処
理に
お
け
る
複
合
語の
分
割に
も重
要な
情
報

を
も
た
ら
す
論
究で
あ
る 。

計
算
機の
処
理
結
果
で
あ
る
文
脈っ
き
用
語
索
引
の
分
析
で 、
「
ーな」
と

「
tの」

の
ゆ
れ
を
扱っ
た 、
鶴
岡
昭
夫
「『
l

な』
と
『
iの』

につ
い
て

|
雲と鴎外の場合
||」

(『国
研
報
告』
倒 、
昭
臼・
3) 、
あ
ま
り
使い
分

け
を
意
識さ
れ
て
い
ない
「へ」
と
「に」
につ
い
て 、
著
者の
出
生
地と
使

い
分
け
と
の
関
速につ
い
て
のべ
た 、
震
岡昭
夫
「
近
代口
語
文章
に
おけ
る

「へ」
と「に」
の
地
域
差
||「行く」
と「来る」
について
ll」

(『中
田
祝
夫
博

士
功
績記
念
国
語
論
集』 、
昭日・
2) 、
同
じ
意
味の
二
つ
の雪一口
語の
刺
激に

対
す
る
連
想
につ
い
て
分
析し
た 、
芳
賀
純・
サ
ト
!"ア

メ
リアHル
イ
サ・

萩
原
裕
子
「一
言
語
使
用
者の
2

言語
連
想
につ
い
て」
(『計
量
国
籍
学』
ロ

|3、
昭
日・
ロ)
が
あっ
た 。

最
後に 、
統
計
的
方
法
に
よっ
た
安
本
美
典・
本
田
正
久
「
日
本
語
の
誕

生」
(
大
修
館
書
庄 、
昭日・
日)
につ
い
て
の 、
R・
A-
ミ
ラ
l

の
書
評

(『言
語
生
活』
説 、
昭
日・
8)
に
発し
た
各二
回
の
論
争(『言
語
生
活』

却
t問 、

昭臼・
9
t日)

が
あっ
た 。
は
げ
し
い
論
争か
ら
生
ま
れ
た
もの
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は
少
な
かっ
た 。
もっ
と
続
け
れ
ば 、
あ
る
い
は
争
点
が
はっ
きり
し
た
か
も

知
れ
な
い 。
書
評
者に
統
計
的
処
理
に
対
す
る
基
本的
な
不
信
が
あっ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か 。

言
語
情
報
処
理
の
研
究

計
算
機
に
よ
る日
本語
文の
出
力
は
高
速
漢
字プ
リン
タ
の
開
発
に
よっ
て

ほ
ぼ
解
決
し
た 。
入
力
法につ
い
て
は 、
音
声に
よ
る
入
力
法 、
印
刷
漢
字の
光

学
読
取
り 、
手
書
き
文
字の
入
力
法 、
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
入
力
と
漢
字
変
換・

編
集につ
い
て
の
研
究
が
盛ん
で
あ
る 。
高
橋
延
匡
「日
本
語
入
出
力
装
置」

(『情
報
処
理』
却
lm 、

昭
日-
m) 、
中
川
謹一
「
機
械
に
よ
る
会
話
音
声

の
認
識・
理
解
研
究
の
動
向」
(『情
報
処
理』
印
|7 、

昭
臼・
7) 、

安
田

道
夫・
中
野
康
明・
藤
田
好
司
「
手
書き
文
字の
認
識
技
術」
(『
電
気
通
信
学

会
誌』
臼
12 、

昭
日・
2) 、
斎
藤
秀
紀
「
多目
的
漢
字
入
力シ
ス
テム
の

試
案」
(『国
研
報
告』
日 、
昭
日・
3)
に
詳
し
い 。

西
村
恕
彦・
水
谷
静
夫・
尾
上
圭
介・
田
中
幸
子
「日
本
語
基
本
文
法
単

文
篇・
複
文
篇」
(『
電
総
研
報
告』
加
問 、
昭
臼・
3)
は 、
計
算
機
に
よ
る

構
文
解
析シ
ス
テム
《や
ま
と》
上
で
働
く
た
め
の
文
法
規
則の
組
を
提
案し

て
い
る 。
日
本
語
につ
い
て
の
機
械
処
理
用
の
完全
な
文
法
規
則
集
と
し
て
は

最
初の
もの
で
あ
ろ
う 。
機
械
上
で
動
く
とい
うこ
と
は 、
前
述
し
た
が 、
そ

の
組
自
体に
重
な
り・
矛
盾・
抜
け
落
ち
を
含ん
でい
ない
こ
と
を
示
す 。
著

者の
努
力に
深い
敬
意
を
表
す
る
もの
で
あ
る 。
桃
内
佳
雄
「
手
続
記述
文
章

に
お
け
る
動
作の
制
御
に
対
す
る
言
語
表
現」
(『計
量
国
語
学』
ロ
ーー 、

昭

日・
6)
は 、
料
理の
文章
を
資
料に 、
動
作の
制
御
構
造
と
言
語
表
現の
対

応
関
係につ
い
て
考
察
し
てい
る 。

日
本語
を
機
械
処
理
す
る
た
め
に
は 、
処
理
法の
開
発と
と
も
に 、
日
本語

そ
の
もの
の
研
究
が
進
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
らない 。
も
ち
ろん 、
石
綿
敏
雄

「コ
ン
ピュ
ー

タ
と
言
語」
(『岩
波
講
座日
本
語』
別
巻 、
昭
日・
3)
の
い

うよ
う
に 、
「
言
語
情
報
処
理の
研
究は
工
学
者の
責
任だ
け
で
は
な
く 、
そ

れ
に
利
用
で
き
る 、
よ
り
精
密
化 、
有
機
化
し
た
言
語
構
造の
記
述
は
言
語
研

究
者の
本
来の
任
務で
あ
る 。」
し
か
し 、
乙
乙
で
は
主に
工
学
者
の
日
本
語

研
究の
代
表
的
な
もの
だ
けにつ
い
て
紹
介
す
る 。
た
だ
し 、
発
印をつ
け
た

人
は
言
語
学
側の
人
で
ある 。
乙
れ
に
よ
り
何
が
わ
れ
わ
れに
求
め
ら
れて
い

る
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う 。
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カ
ナ
と
漢
字の
変
換につ
い
て
は 、
骨

石
綿
敏
雄
つ
カ
ナ
漢
字
情
報
処
理d

の
問題
点
||自然語処理とカナ漢

字変換
||」(『情

報
科
学』
凶 、
昭
臼・
8) 、

森
健一
・

河田
勉
「
か
な
漢
字
変
換」
(『情
報
処
理』
却
|印 、

昭
日-
m) 、

荒
木
啓
介・
板
山
和
彦
「
JI
C
S
T
の
実用
的
全
自
動
漢
字
|カ

ナ
変
換シ

ス
テム 、
K
lk

A
C
S
につ
い
て 、
(『情
報
処
理』
却
|印 、

昭
弘・
叩)

坂
本
義
行
「日
本語
の
点
字情
報
処
理に
お
け
る
カ
ナ
漢
字
変
換」
(『計
量
国

語
学』
ロ
13 、

昭
日・
ロ) 、
単
語
分
割につ
い
て
は 、
坂
本
義
行
「
文
節
単

位
の
自
動
分
割
法
1|字種と平仮名連糸による
|l」

(『計
量
国
語
学』
日
|6 、

昭
臼・
9) 、
日
本語
文の
述
部の
分
析に
つ
い
て 、
石
原
好
宏・
田
町
常
夫

「日
本語
終
端
表
現の
生
成の
た
め
の
言
語
情報
の
分
析
と
分
類」
(『
電
子
通

信
学
会
論
文
誌』
J臼
D
19、

昭
臼・
9) 、
構
文につ
い
て 、
よ荒川合
方
良「日

本
文
法の
仕
組み」 、
佐
藤
泰
介・
田
中
穂
積
「日
本
語の
構
文
解
析」
(
以上

二
点 、
『情
報
処
理』
m

lm 、
昭弘-
m) 、
意
味
に
つ
い
て 、
田
中
穂
積

『
計
算
機に
よ
る
自
然
言
語の
意
味
処
理
に
関
する
研
究』
(『電
総
研
報
告』

問 、
昭
日・
7) 、
骨

山
梨正
明
「
言
語
理
論
か
ら
み
た
意
味
表
現」
辻
井
潤一

「
計
算
機か
ら
み
た
意
味
表
現」
(以
下二
点 、
『情
報
処
理』
却
lm 、

昭
日­

m) 、
知
識の
蓄
積
と
利
用
につ
い
て 、
田
中
穂
積
「
言
語
理
解シ
ス
テ
ム
と

知
識
表
現」
(『数
理
科
学』
即 、
昭日・
7) 、
田
中
卓
史
「
人工
知
能
の
た
め



数 理 的 研 究
の
言
語
分
析
||基礎的考察
||」

(『国
研
報
告』
臼 、
昭臼・
3)
が
あっ
た 。

と
の
時
期の
特
色
と
し
て
は 、
実用
か
ら
の
要
請
に
よっ
て
カ
ナ・
漢
字
変
換

の
研
究
が
盛
ん
だっ
た
と
と 、
文
章 、
談
話
構
造 、
知
識体
系 、
意
味処
理

等 、
こ
れ
ま
で
に
な
く
広
く 、
深い
範
囲
で
の
研
究・
分
析
が
活
発だっ
た 。

以
上の
研
究
成
果
を
総
合
的に
利
用
し
た
シ
ス
テム
と
し
て 、
文
章
処
理・

情
報
検
索・
文
献
検
索・
機
械
翻
訳
等
が
あ
る 。
文
章
の
処
理
実
験
と
し
て

は 、
間
本
哲
也・
佐
藤雅
之
「
計
算
機
に
よ
る
法
令
の一
部
改
正
の
試
み」

(『計
量
国
語
学』
ロ
12 、

昭日・
9)
が
あ
り 、
乙
れは一
定
の
形
式と
用

語
に
よっ
て
文
書
化
さ
れ
て
い
る
法
令の
テ
キ
ス
ト

構
造
に
注
目
し 、
そ
の一

部
改
正
と
改
正
経
過
の
蓄
積
を
実験
し
た
報
告で
あ
る 。
文
献
検
索
に
つ
い
て

は
ド

キュ
メ
ン
テ
ー

ショ
ン
関
係の
雑
誌
で
の
報
告
が
多い 。
高
松
忍・
藤
田

米
春・
西
田
富
士
夫「
係り
受
け
関
係に
基づ
く
文献
の
検
索」(『情
報
処
理』

m
ln 、

昭
臼・
ロ)
は
構
文
情
報
を
検
索に
利
用
し
て
い
る 。
情
報
検
索
で

は 、
藤
崎
哲
之
助・
閣
下
浩
之・
渋
谷
政
昭
「
計
算
機の
日
本語
理
解リ
デ
ー

タベ
ー

ス
照
会シ
ス
テム
『ヤ
チマ
タ』」
(『計
量
国
語
学』
孔
|8 、

沼
田・

3) 、
絹
川
博
之
「
情
報
検
索
の
た
め
の
日
本
語
解
析」
(『情
報
処
理』
m
l

m 、
昭日・
叩)
が
あ
る 。
と
れ
らは
語
菜 、
構
文 、
意
味の
処
理
を
行
ない

目
的
を
は
た
そ
うと
し
て
い
る 。
機
械
翻
訳の
将
来につ
い
て
は 、
「や
や
肯

定
的」
(骨
石
綿
敏
雄
「
機
械
翻
訳
の
再
評
価」
(『言
語』
8
11、

昭日・

1))
に
変
わっ
て
い
る
らし
く 、
日
本
で
も長
尾
真・
辻
井
潤一
・

建
部
周二

「
技
術
論
文
表
題
の
英
和
自
動
翻
訳の
試
み」
(『情
報
処
理
学
会C
L
研

究
会

資
料』
m
l2 、

昭日・
9)
の
報
告
が
あ
る 。
乙
乙
で
も
形
態
素・
構
文・

意
味の
解
析
と
合
成を
お乙
なっ
て
い
る 。

こ
れ
ら
の
成
果
は 、
徐々
に 、
し
か
も
確
実に 、
我々
の
生
活・
研
究に
影

響
を
与え
る
だ
ろ
う 。
よ
りよ
い
日
本
語
処
理シ
ス
テム
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に 、
我々
は
乙
の
分
野に
対
し
て
もい
ろい
ろ
なレベ
ル
で
の 、
い
ろ

い
ろ
な
発
言を
し
な
け
れ
ば
な
らない 。

与
え
ら
れ
た
頁
数
は
す
で
に
尽
きてい
る 。
取
り上
げ
な
かっ
た
論
文は
数

多い 。
また 、
当
然
読
ん
でい
るべ
く
し
て
見
落
した
論
文
も
多
い
か
と
思

う 。
著
者の
真
意
を
理
解
し
て
い
ない
と
と
も
あ
る
か
もし
れ
ない 。
お
許し

い
た
だ
きた
い 。

〔
補
足〕
N
H
K
『
文研
月
報』
中の
文
献の
紹
介
を
お
と
し
てい
た
の
で
補

足
す
る 。
お
許し
頂
きた
い 。

〈
統
計
的
研
究の
た
め
の
分
析方
法〉
に
はい
る
も
の
と
し
て 、
菅
野
謙「テ

レ
ビ
ニ
ュ
ース

の
主
要
表
現連
鎖別
種」
(問 、
昭日・
ロ)
が
あ
る 。
乙
れ

は
「
新
聞」
と
「N
C
9」
の
文
章
を
「
表
現
連
鎖」
の
使
用
量
とい
う
点
で

比
較
し 、
テ
レ
ビニ
ュ
ース

の
文
体を
明
らか
に
しよ
う
と
す
る
研
究
で
あ

る 。
乙
乙
で
「
表
現連
鎖」
と
は 、
学
校
文
法でい
う
「
単
語」
と
ほ
ぼ
等
し

い
単
位
を
最
小の
表
現
単
位と
し
て
扱い 、
二
個
以
上の
表
現
単
位
が
結
合し

た
も
の
をい
う 。
「乙
と
に」
「し
て
い
る」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る 。
乙

の
よ
う
な
「
連
鎖」
に
よ
る
研
究は 、
こ
れ
ま
で
に
ない
調
査
単
位や
分
析
方

法
を
生
むζ
と
が
多い 。
菅野
は
文
体
研
究の
新
方
法
を
提
出
し
て
い
る 。

〈
言
語
現
象
の
統
計
的
分
析〉
に 、
石
野
博
史
「テ
レ
ピ
ニ
ュ
ース

の
用
語

m
年
間の
変
化
ω
|

外
来
語」・
菅
野
謙「
同
ω
|サ

変動
詞」・「
同
ω
l

文
末

表
現」
(
以
上
三
点 、
湖 、
湖 、
湖 、
昭日・
7 、
8 、
9) 、
菅
野
謙
「テ
レ

ビニ
ュ
ース

の
タイ
トル

表
現」
(湖 、
昭日・
日) 、
同
「
渓
音・
呉
音・
慣

用
音の
発
音の
ゆ
れ
ω 、
ω」
(洲 、
却 、
昭日-
m 、
日)
が
あ
る 。

||
国
立
国
語
研
究
所
員
||
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